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伶科学博物館の清川昌一さんから,表紙,グラビ

ア,本文のセットで原稿をいただきました.近年,我

が国でも学生さんが海外へ出かけ,卒論や博士論

文を書くというケｰスが増えて来ています.清川さ

んの,この西オｰストラリアの研究もそのひとつで

す.彼がオｰストラリアでコツコツ積み重ねた研究

は,地球史の中での大転換期,太古代･原生代境

界付近の地球変動記録の解読でした.表紙やグラ

ビアの写真も雄犬で魅力的です.

命悠久の大河,黄河の河口域の井戸を使って地下

温度計測を行い,得られた地下温度プロファイルに

もとづき地下水の流れについて考えてみました.内

田洋平さんと田口雄作さんの報告です.地下水流

動と地下の温度構造との関係を明らかにすること

によって,地下温度を地下水の流れのトレｰサｰに

使う試みを紹介していただきました.

妙服部仁さんが続けて下さった兵庫県南部地震

被害の連載記事に対して,地震地質部の粟田泰夫

さんがコメントを寄せられました.そのコメントに対

する服部さんの回答とあわせて六号でお届けいた

します.学術雑誌ですとこのような討論が時に誌上

を賑わせることもありますが,地質ニュｰスでは,少

なくとも私の記憶にはありません.今回,本誌の記

事に対するコメントでしたので,学術誌の真似をし

て回答をお願いし,両者を併載することにいたしま

した.

命住田達哉さんは昨年10月に地質調査所に入所

されたフレッシュマンです.環境地質部環境地質研
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究室に所属しています.今回の原稿では,冨圧下

では水が珪酸塩の溶融温度を大きく下げるので,

水が有るとマグマが出来やすくなるということを,実

験結果をもとに分かりやすく解説して下さいました.

命須藤定久さんが50万分の1鉱物資源図｢中部近

畿｣作成のために集められた東濃地方の陶磁器原

料資源の資料を,二つの原稿ファイルにわけて記載

して下さいました.まずはじめは,美濃焼を中心と

する陶磁器産業の現況とその資源について,次に

陶磁器原料の中でもとくに蛙目粘土と珪砂の産地

として知られる岐阜県南部山岡町原地区の近況で

す.いずれの地域でも原料としての粘土資源の枯

渇が憂慮されています.著者の須藤さんを執筆に

突き動かしているのは,まさにこのような状況です.

φ冷房の効いたビルから戸外へ出た時に身を包む

熱気.この安心感に似た心地よさを感じた時に,あ

あやっぱり自分は夏の生まれなんだと思ったので

すが,一方,これを書きながら,暖房の効いた建物

から外へ出た時に襟元から入る小雪,このひんや

りした爽やかさも好きだったなと思い出しました.

単にこれは,長時間続いたある状態から,反対の状

態に移った,その時の心地よさというだけなのかも

知れません.編集後記に季節感を入れたくて,今日

ふっと,自分が夏生まれであることから感じたまま

を書いてみたのですが.｢湯浅,お互いに単純でよ

かったな｣と昔,友から同意を求められたことがあ

ったのを思い出しました.

(湯浅真人)
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